


















工 字 博 士
明 3 1 8 5 干Eコ王
昭和 49 年 8 月 31 日
工学研究科冶金学専攻
















第 3章では，銅精鉱溶解における溶剤として Ae2 03を比較的多量に含む赤泥と石灰石を併用する
場合には，スラグ中の銅損失を0.1% にまで低減しめ得ることを示した。
















するスラグが溶j宰となる。 溶錬中に有価金属成分のCu 及びNi はそれぞれ一部分がスラグへ逃散して，
スラグ損失に計上される。
本論文では，このスラグ損失を軽減するために，製鉄高炉鉱津，又はピジョン法の Mg 製錬鉱j宰，
並びに A~203 精製の際に生ずる赤泥などの廃j宰を上記の溶錬における溶剤として使用した結果，廃j宰
を活用したほうが造鍾作用も迅速であり，かっスラグ損失を軽減することが明らかになった。
従来の研究では，スラグ損失は主として溶解損失として化学平衡論的に解釈されてきたが，本論文
ではむしろけん垂損失によることを明らかにした。更にスラグの諸物性値を系統的に測定することに
より，それらの物性値とスラグ損失の対応を検討した結果，スラグ損失はスラグ自体の密度及び粘性
に依存することを確かめている。
以上の研究成果は非鉄冶金学に新しい知見を与えるものであり，また製錬技術の向上に寄与すると
ころも大きし E。したがって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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